
ごあいさつ

このたびは追手門学院大学附属図書館宮本輝ミュージアムにご来場

いただき、誠にありがとうございます。

追手門学院大学の第1期生であり芥川賞作家でもある宮本輝氏の

小説は、実に10作品が映画化されています。たとえば、映画「幻の光」は

是枝裕和監督のデビュー作として知られており、映画「優駿 ORACIÓN」

は240万人以上を動員する興行成績を残しました。映画は宮本文学の

魅力を広く知らせるという意味でも、大きな役割をはたしてきたのです。

今回、企画展「小説から映画へⅡ」は2013年度前期企画展「小説から

映画へⅠ」で扱わなかった6作品を取り上げながら、映画のポスターやパン

フレットなどを展示することによって、宮本文学の魅力を知るための手がか

りを提供します。この企画展は宮本輝ミュージアムが新入生の皆さんのみ

ならず、多くの方々にも宮本輝氏の世界に触れていただきたいと思って

用意した1つの入口です。「小説から映画へ」というテーマを視覚化した

シンボル展示が、皆さんをお迎えします。

今回の企画展に際しまして、多くの方々のご協力をいただきました。関係

各位の多大なるご協力に感謝し、この場を借りて深くお礼を申し上げます。
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